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受験番号 

問題番号 R4 III-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 建 設 分 野 で サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト を 積 極

的 に 推 進 す る た め の 課 題  

サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト と は 、 製 品 の 原 材 料

調 達 か ら 製 造 ま で の モ ノ ・ 金 ・ 情 報 の 流 れ を 管 理 す る

こ と で あ り 、 建 設 分 野 で の 推 進 策 に つ い て 述 べ る 。  

1 ) 関 連 情 報 の 電 子 化 （ 情 報 ）  

建 設 工 事 で は 多 種 多 様 な 材 料 や 機 器 が 必 要 で あ り 、

必 要 な 資 機 材 は 各 現 場 に よ り 異 な っ て く る 。 ま た 建 設

工 事 は 単 品 受 注 生 産 の た め 、 発 注 さ れ た 後 に こ れ ら の

手 配 を 行 う 必 要 が あ る 。 現 状 で は 発 注 者 と 受 注 者 、 元

請 と 専 門 工 事 会 社 や 資 機 材 会 社 間 の 事 前 の 情 報 共 有 が

で き て い な い う え に 、 デ ー タ 化 が 行 わ れ て お ら ず 各 段

階 で 手 間 が か か る だ け で な く エ ラ ー 発 生 の リ ス ク が あ

る 。 発 注 段 階 か ら 原 材 料 調 達 に 至 る 資 機 材 情 報 の デ ー

タ 化 と 共 有 が 必 要 で あ る 。  

2 ) 製 作 製 造 の 合 理 化 （ モ ノ 、 方 法 ）  

建 設 工 事 は 単 品 受 注 生 産 ・ 現 場 生 産 で あ る う え に 、

各 現 場 で 目 的 物 に 要 求 さ れ る 性 能 が 異 な る た め 、 必 要

な 材 料 の 作 り 置 き や 受 注 先 読 み に よ る ス ト ッ ク が 困 難

で あ る 。 特 に コ ン ク リ ー ト 工 事 で は 生 コ ン や 鉄 筋 、 仮

設 資 材 を 使 っ た 現 場 構 築 が 主 流 な の で 、 現 場 間 で の 材

料 共 有 や ス ト ッ ク が 可 能 と な る 構 造 上 の 転 換 を 行 う 必

要 が あ る 。  

3 ) 業 務 変 革 を 担 う 人 材 の 確 保 （ 人 ）  

建 設 工 事 に お い て は 、 製 造 業 に 比 べ て 生 産 性 が 劣 っ
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て い る 上 に 、 就 労 環 境 も 悪 い た め 新 規 入 職 者 や 就 労 者

が 不 足 し て お り 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン マ ネ ジ メ ン ト の 推

進 な ど の 業 務 変 革 に 携 わ る 人 材 が 十 分 確 保 で き て い な

い 。 3 K か ら 新 3 K へ の 転 換 や C C U S の 活 用 に よ り 、 人 材

の 確 保 を 行 う 必 要 が あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 お よ び 解 決 策  

前 項 2 ) で 挙 げ た 、 製 作 製 造 の 合 理 化 を 最 重 要 課 題

と 考 え 、 方 向 性 と 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) 現 場 作 業 の 削 減 と ユ ニ ッ ト 化 の 推 進  

① プ レ キ ャ ス ト 化 の 拡 大 と 規 格 化  

工 事 間 流 用 や 資 材 の 事 前 ス ト ッ ク が 困 難 な 生 コ ン の

使 用 を 少 な く す る た め 、 主 に 排 水 構 造 物 や 小 型 構 造 物

に 用 い ら れ て い る P c a 構 造 物 の 適 用 範 囲 を よ り 大 き な

構 造 物 に 拡 大 し 、 標 準 規 格 化 を 進 め て 工 事 に お け る 製

作 製 造 の 合 理 化 を 推 進 す る 。  

② 部 分 最 適 か ら 全 体 最 適 へ の 転 換  

P c a 化 の 拡 大 の た め に は 、 工 事 目 的 物 の 設 計 方 針 を

部 分 最 適 化 か ら 全 体 最 適 設 計 へ の 転 換 を 行 う こ と に よ

り 、 工 事 や 構 造 物 間 で の 部 材 や ユ ニ ッ ト の 共 有 が 可 能

と な る 。 部 分 最 適 か ら 全 体 最 適 へ 転 換 し 、 大 型 構 造 物

等 で の 部 材 標 準 規 格 化 と 汎 用 化 を 進 め て い く 。  

③ 関 係 者 間 で の 工 事 情 報 の 共 有  

P c a 化 と 併 せ て 、 ク ラ ウ ド や 共 有 サ ー バ ー 等 を 活 用

し て 、 発 注 者 が 持 つ 工 事 情 報 を 早 期 に 受 注 者 や 資 材 生

産 者 と 共 有 す る こ と で 、 受 注 計 画 や 生 産 計 画 に 反 映 す
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る こ と が 可 能 と な る 。  

３ ． 波 及 効 果 お よ び 新 た な リ ス ク と そ の 対 策  

1 ) 波 及 効 果  

構 造 物 P c a 化 と 、 標 準 規 格 化 を 進 め て い く こ と で 事

前 に あ る 程 度 の 資 材 （ 部 材 ） を ス ト ッ ク し て お く こ と

が 可 能 と な り 、 発 注 か ら 入 荷 ま で の 待 ち 時 間 を 削 減 す

る こ と が で き る 。 ま た 工 事 間 で の 部 材 共 有 ・ 流 用 が 行

え る た め 、 生 産 し た 資 材 が デ ッ ド ス ト ッ ク 化 す る 恐 れ

が 少 な く な る 。  

2 ) 新 た な リ ス ク と 対 策  

① リ ス ク ： 類 似 意 匠 の 増 加 と 没 個 性 化  

大 型 構 造 物 の 建 設 に お い て 、 部 材 の P c a 化 や ユ ニ ッ

ト 化 が 進 ん だ 場 合 に 、 形 状 や 構 造 形 式 が 一 定 制 限 さ れ

る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 構 造 物 の 意 匠 が 一 様

化 没 個 性 化 し 、 か つ て の 国 鉄 橋 梁 の よ う に ど こ で も 同

じ よ う な 構 造 物 が 構 築 さ れ る 懸 念 が あ る 。  

② 対 策 ： 目 的 物 に よ る 使 い 分 け  

都 市 部 で の 長 大 な 高 架 橋 や 地 下 埋 設 さ れ る 構 造 物 な

ど 、 材 料 を 大 量 に 必 要 と し 意 匠 の 工 夫 が 重 要 視 さ れ な

い 箇 所 に お い て 適 用 す る 。  

③ 対 策 ： 構 造 や 表 面 処 理 の 工 夫  

景 観 上 の 配 慮 が 必 要 な 場 所 等 に お い て 適 用 す る 場 合

に は 、 表 面 処 理 （ 塗 装 、 テ ク ス チ ャ 修 景 ） で の 工 夫 を

行 う 。  

以 上   


